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議員名 伊川 京子 

担当部 市長公室 担当課 企画調整課 

質問年月日    平成２２年９月２日 

質問項目 空き家バンク制度の活用について 

【質問要旨】 

都市部から地方へ移住を希望する人を対象に、現在使われていない空き家物件の情報

を提供する「空き家バンク」を活用している自治体がある。大村市でも、最近よく空き家を見

受けるので検討してみてはどうか。 

【答弁要旨】                 【答弁者： 企画部長】 

長崎県では、平成１８年から「ながさき田舎暮らし総合プロモーション（促進）事業」に基づ

き、「ながさき田舎暮らし協働会議」を設置しているが、本市も含め現在１７の市町が参加

し、長崎県へのＵＩターン等を推進しているところである。 

本市は、空き家バンクは実施していないが、ＵＩターン希望者には情報を提供している  

ところであり、当面は、他市とも情報を交換しながら検討していきたい。 

【対応状況・進捗状況】 対応済 （平成  年  月  日） 検討・対応中 実施不可 

■平成３０年５月２４日現在 

本年度、移住希望者に対して、松原地区の空き家を活用し、大村の魅力を体感してもらう

ため、お試し居住体験を実施することとしている。空き家バンクについては、本事業の実施

にあわせた移住者のニーズや空き家の状況等を把握しながら検討してまいりたい。 

変更後 

【対応状況・進捗状況】 対応済 （平成３１年１月４日） 検討・対応中 実施不可 

■平成３１年 ２月１９日現在 

本年度、移住希望者に対して、松原地区の空き家を活用し、大村の魅力を体感してもらう

ため、お試し住宅を開設しました。 

また、現在本市では、移住希望者等への情報提供として、市のホームページの空き家情

報で、県内 900 社の不動産会社が加盟し、随時情報が更新されている不動産情報サイトを

リンクして、物件の紹介をしています。 

昨年末に、市内の不動産業者が、長崎県から「ながさき移住コンシェルジュ」を委嘱され

たことや、中心市街地複合ビル内に移住相談窓口を設置することで、空き家情報の提供と

ともに積極的な移住・定住の促進を進めてまいります。 

 

 


